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最
終
日
、
ト
マ
ム
を
離
れ
て

の
小
樽
・
札
幌
で
の
班
別
研
修

で
す
。
バ
ス
で
小
樽
に
移
動

し
、
事
前
に
計
画
を
立
て
た
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
雪
が
降
る

天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
ま
た
北
海
道
ら
し
く
も

あ
り
ま
し
た
。
小
樽
で
過
ご
す

班
も
あ
れ
ば
、
札
幌
に
移
動
し

て
研
修
を
行
う
班
も
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
北
海
道
で
の
最
終

日
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
15
時
30
分
に
新
千
歳

空
港
ロ
ビ
ー
で
全
員
の
点
呼

が
終
わ
り
、
解
団
式
を
行
い
、

お
世
話
に
な
っ
た
看
護
師
さ

ん
や
旅
行
会
社
の
方
々
に
感

謝
し
つ
つ
、
伊
丹
空
港
へ
と
飛

び
立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は

バ
ス
で
姫
路
駅
南
口
に
向
か

い
、
Ｊ
Ｒ
や
迎
え
の
車
に
乗
っ

て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

(

２
学
年
主
任 

横
川
重
和)
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1
月
21
日
（
火
）
～
24
日

（
金
）
ま
で
の
４
日
間
、
第

２
学
年
（
73
回
生
）
は
北
海

道
ト
マ
ム
へ
、
ス
キ
ー
実
習

を
中
心
と
す
る
修
学
旅
行
を

実
施
し
ま
し
た
。 

   

１
日
目
、
朝
７
時
と
７
時

30
分
に
分
か
れ
姫
路
駅
南
口

を
出
発
し
、
２
便
に
分
か
れ
伊

丹
空
港
か
ら
新
千
歳
空
港
に

到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は

ク
ラ
ス
別
研
修
の
た
め
、
各
ク

ラ
ス
が
各
々
の
目
的
地
に
向

か
う
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し

た
。
２
・
４
組
は
大
倉
山
ジ
ャ

ン
プ
場
と
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。
３
・
５

組
は
石
屋
製
菓
の
白
い
恋
人 

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
夕
食
は
、
前
日
と
同
様
に

ミ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
て

食
事
を
と
り
ま
し
た
。
夜
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
「
ア
イ
ス
ビ

レ
ッ
ジ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

雪
や
氷
と
光
、
音
楽
の
融
合
が

す
ば
ら
し
く
、
雪
国
ト
マ
ム
な

ら
で
は
の
氷
の
世
界
に
生
徒

た
ち
は
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
様

子
で
し
た
。 

                

３
日
目
、
最
低
気
温
マ
イ
ナ

ス
15
℃
、
最
高
気
温
1
℃
、

晴
れ
時
々
曇
り
。
昨
晩
か
ら
の

降
雪
の
お
か
げ
で
絶
好
の
ゲ

レ
ン
デ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と 

工
場
へ
。
１
・
６
組
は
苫
小

牧
市
と
き
わ
ス
ケ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
７
組
は
ど
う
ぎ
ん
カ

ー
リ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
。
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
場
所
で
こ
こ
で
し

か
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

18
時
30
分
に
は
各
ク
ラ
ス

が
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
荷
物

の
確
認
と
ス
キ
ー
用
具
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

部
屋
ご
と
に
ミ
ー
ル
ク
ー
ポ

ン
を
受
け
取
り
、
夕
食
を
と

り
ま
し
た
。 

な
り
ま
し
た
。
初
日
よ
り
も
格

段
に
技
術
を
上
げ
、
ス
キ
ー
の

面
白
さ
や
大
自
然
の
中
、
ス
キ

ー
を
行
う
醍
醐
味
を
肌
で
感

じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
昼

食
時
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
見
る

顔
は
、
ス
キ
ー
技
術
が
上
達
し

た
達
成
感
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
見
学
者
は
、
ゴ

ン
ド
ラ
遊
覧
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
、
雪
遊
び
と
ス
キ
ー
場
内

で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
夕
方
、
二
日
間

お
世
話
に
な
っ
た
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
別

れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
、
閉
講
式
を

終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ナ
イ

タ
ー
ス
キ
ー
を
実
施
し
、
宿
の

部
屋
の
メ
ン
バ
ー
と
自
由
滑

走
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
、
ス
キ

ー
の
全
日
程
が
終
了
し
ま
し

た
。 

        

１ 

日 

目 

２
日
目
、
最
低
気
温
マ
イ

ナ
ス
15
℃
、
最
高
気
温
マ
イ

ナ
ス
1
℃
、
晴
れ
時
々
粉
雪

と
い
う
最
高
の
ゲ
レ
ン
デ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
ク
ラ

ス
別
の
記
念
写
真
を
撮
り
、

開
講
式
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
キ
ー
班
に
分
か
れ
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の

下
、
ス
キ
ー
講
習
が
始
ま
り

ま
し
た
。
初
め
て
ス
キ
ー
を

す
る
生
徒
が
多
く
、
最
初
は

戸
惑
う
者
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、

見
る
見
る
う
ち
に
上
達
し
て

い
き
ま
し
た
。
昼
食
を
は
さ

ん
だ
午
後
の
講
習
で
は
、
ゴ

ン
ド
ラ
を
使
っ
て
山
頂
近
く

の
ゲ
レ
ン
デ
に
挑
戦
し
た
班

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
見

学
者
は
ガ
ラ
ス
工
房
見
学
、

チ
ー
ズ
工
房
で
の
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
、
映
画
「
鉄
道

員
」
の
ロ
ケ
地
見
学
で
、
有 

２ 

日 

目 

４
日
目
（最
終
日
） 

 

 

 

３ 

日 

目 
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生
徒
指
導
部
よ
り 

  

本
校
の
様
子
を
、
専
門
部
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
月
は

生
徒
指
導
部
で
す
。 

 

本
校
で
は
、
現
在
852
名
の

生
徒
が
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
毎
朝
、
立
ち
番
を
し

て
い
る
と
、
多
く
の
生
徒
が
元

気
よ
く
挨
拶
を
し
て
私
の
前

を
通
過
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
中
で
も
す
れ
違
う

度
に
元
気
よ
く
挨
拶
を
し
て

く
れ
ま
す
。
生
徒
の
心
の
中
に

「
挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
第
一
歩
」
と
い
う
意
識

が
根
付
い
て
く
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
気
持
ち
の

よ
い
挨
拶
を
し
て
も
ら
っ
た

時
に
は
、
心
も
晴
れ
ば
れ
す
る

も
の
で
す
。
挨
拶
は
「
先
手
必

勝
」
で
す
。
「
相
手
に
言
わ
れ

る
前
に
自
分
が
先
に
」
と
い
う

気
持
ち
で
今
後
も
、
そ
し
て
卒

業
し
て
か
ら
も
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
つ
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
こ
の
挨
拶
を
校

外
で
も
で
き
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご 

近
所
の
方
、
学
校
周
辺
の
地

域
住
民
の
方
々
へ
の
挨
拶
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う

に
で
き
て
い
ま
す
か
。
知
っ

て
い
る
人
に
は
す
る
け
ど
、

知
ら
な
い
人
に
は
し
な
い
と

い
う
概
念
に
い
つ
の
間
に
か

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
す
れ

違
う
人
す
べ
て
に
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
校
外
で
も
龍
野

高
校
生
ら
し
い
気
持
ち
の
よ

い
挨
拶
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
一
年
、
君
た

ち
の
前
で
話
を
す
る
機
会
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
様
々
な
こ

と
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
２
つ
の
こ
と
を
も

う
一
度
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

１
つ
目
は
登
下
校
時
の
交

通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
遵
守

で
す
。
４
月
か
ら
度
々
苦
情

が
学
校
に
寄
せ
ら
れ
、
そ
の

都
度
君
た
ち
に
伝
え
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
自
転

車
・
歩
行
者
の
並
進
、
自
転

車
の
右
側
通
行
、
点
滅
信
号

で
の
横
断
、
送
迎
禁
止
区
域

で
の
乗
降
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
自
身
の
登
下
校
の

様
子
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

最
近
で
は
自
転
車
と
歩
行
者

の
衝
突
事
故
も
増
え
て
お

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
億
単

位
の
損
害
賠
償
問
題
へ
と
発

展
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
君
た
ち
は
、
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
相
手
の
命
を
守
り
、
自

分
の
命
も
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と

が
で
き
る
人
間
性
を
備
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
２
つ

目
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
方
法
で
す
。
自
分
自
身

の
使
用
方
法
を
振
り
返
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
ス
マ
ホ
依
存
に
陥

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
す
る
べ

き
こ
と
の
時
間
（
勉
強
・
睡

眠
時
間
な
ど
）
が
削
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
現
在
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
ト
ラ
ブ
ル
の

ほ
と
ん
ど
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
誹
謗
・
中
傷
、
い

じ
め
、
自
殺
、
盗
撮
、
悪
い

大
人
に
言
葉
巧
み
に
騙
さ
れ

裸
の
画
像
を
送
っ
て
し
ま

う
、
見
知
ら
ぬ
人
に
実
際
に

会
い
に
行
き
犯
罪
に
巻
き
込 

 

 

２
月
５
日
（
水
）
に
、
第

101
回
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は

あ
い
に
く
の
天
気
で
順
延
し

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
予
定
通
り
男
子

は
10
㎞
、
女
子
は
６
㎞
を
走

り
ま
し
た
。 

 

沿
道
に
は
、
育
友
会
や
地

域
の
皆
さ
ま
が
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

走
路
観
察
員
や
応
援
、
給

水
な
ど
、
様
々
な
形
で
育
友

会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

３
月
行
事
予
定 

第
101
回
校
内 

マ
ラ
ソ
ン
大
会 

2/25
（
火
）
～
3/3
（
火
） 

 

学
年
末
考
査 

4
日
（
水
）
～
10
日
（
火
） 

 

短
縮
授
業
（
50
分×

４
） 

4
日
（
水
） 

 

学
校
評
議
員
会 

5
日
（
木
） 

 

生
徒
会
立
会
演
説
会
（
４
限
） 

6
日
（
金
） 

シ
ア
ト
ル
研
修
事
前
指
導 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
来
校 

10
日
（
火
） 

 

ミ
ニ
課
題
研
究
発
表
会 

 

（
３
・
４
限
、
１
・
２
年
科
学
科
） 

11
日
（
水
） 

 

短
縮
授
業
（

50
分×

２
）・
大
掃
除 

12
日
（
木
） 

 

一
般
入
試
学
力
検
査 

12
日
（
木
）
～
16
日
（
月
） 

 

休
業
日
（
生
徒
登
校
禁
止
） 

12
日
（
木
）
～
14
日
（
土
AM
） 

 

部
活
動
禁
止 

14
日
（
土
）
～
23
日
（
月
） 

 

シ
ア
ト
ル
研
修 

14
日
（
土
PM
）
～
16
日
（
月
） 

 

校
内
部
活
動
禁
止 

17
日
（
火
） 

 

短
縮
授
業
（
50
分×

４
） 

18
日
（
水
） 

 

全
校
読
書
会
（
１
・
２
限
） 

 

合
格
者
を
囲
む
会
（
３
・
４
限
） 

 

教
科
書
販
売 

19
日
（
木
） 

 

合
格
発
表
（
10
時
～
12
時
） 

 

短
縮
授
業
（
45
分×

４
） 

23
日
（
月
） 

 

終
業
式
・ 

追
認
考
査 

 

大
掃
除
・
安
全
点
検 

 

合
格
者
説
明
会
（

13
時

30
分
～
） 

ま
れ
る
、
薬
物
の
売
買
や
オ

レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
へ

の
加
担
な
ど
が
実
際
に
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
う
君
た
ち
が
そ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

認
識
し
、
モ
ラ
ル
を
も
っ
て

使
用
で
き
な
け
れ
ば
人
を
傷

つ
け
、
自
ら
も
傷
つ
け
ら
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

世
の
中
の
科
学
技
術
が
発
達

し
、
い
か
に
便
利
に
な
っ
て

い
こ
う
と
も
そ
れ
を
使
う
の

は
人
で
す
か
ら
、
や
は
り
「
高

い
倫
理
観
・
規
律
性
」
が
求

め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
有
す
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
現
在
の
青
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
、
様
々
な

問
題
を
お
知
り
い
た
だ
き
、

時
に
は
ご
家
庭
で
じ
っ
く
り

と
話
し
合
う
場
を
作
る
な
ど

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
本
校
生
徒
の
健
全
育
成

の
た
め
に
今
後
も
ご
協
力
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

（
生
徒
指
導
部
長 
久
住
善
博
） 

  


